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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年７月１４日 

                          運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２３年２月１４日 ２３時１０分ごろ 

発生場所 愛媛県今治市波方
なみかた

港北方沖 今治市波方港広瀬灯標から真方位３３５°

１,７００ｍ付近（概位 北緯３４°０８.３′ 東経１３２°５７.０′）

事故調査の経過 平成２３年２月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 大東
だいとう

丸、４９７トン 

１３２９４５、株式会社ブリジストン汽船 

７４.００ｍ×１２.００ｍ×６.９０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７３５kＷ、平成４年７月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６８歳 

 五級海技士（航海）   

  免 許 年 月 日 昭和４３年１０月４日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２２年１１月１２日 

  免状有効期間満了日 平成２８年５月２２日 

 死傷者等 なし 

 損傷 船尾船底に擦過傷 

 事故の経過 

 

 本船は、船長ほか４人が乗り組み、船首約１.９８ｍ、船尾約３.６０ｍ

の喫水をもって、来島海峡航路の中水道を通過したのち、同航路から航路

外に出て波方港沖に錨泊するために約２ノット（kn）の対地速力で南進し

た。 

 船長は、本事故発生場所付近で約７～８回の通航及び約５～６回の錨泊

の経験があり、また、波方港北方沖の三ツ磯付近の浅所を知っていた。 

 船長は、１人で操船に当たり、行き会い船や波方港からの出港船及び潮

流に注意を向け、ＧＰＳプロッターやレーダーなどにより船位を確認せ

ず、平成２３年２月１４日２３時１０分ごろ三ツ磯付近の浅所に乗り揚げ

た。 

 本船は、乗揚後、１５日０２時４０分ごろ、上げ潮により自力離礁し

た。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南南西、風速 ０.４m/s、気温 １.６℃ 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期、潮流 北西流約１.３kn 

 その他の事項 本船のＧＰＳプロッターは、水深が表示されないものであった。 
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分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、波方港沖で錨泊する際、船長が波方港

からの出港船等に注意を払い、船位の確認を行わ

なかったことから、波方港北方沖の浅所に向けて

航行していることに気付かず、同浅所に乗り揚げ

たものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、波方港沖で錨泊する際、船長が、波方港から

の出港船等に注意を払い、船位の確認を行わなかったため、波方港北方沖

の浅所に向けて航行していることに気付かず、同浅所に乗り揚げたことに

より発生したものと考えられる。 

 




